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令和元年６月２４日
南風小学校学校運営協議会

みなかぜの虹
★令和元年度 第１回 学校運営協議会が開催されました。

6月８日（土）に本年度の南風小学校学校運営協議会が開催されました。南風小学校は，コ
ミュニティスクール５年目となります。第１回の会議では，学校運営方針の承認，本年度の取
組の確認を行い，今後の方向性について協議を行いました。

令和元年度学校運営協議会委員の皆さん（敬称略）

会長 森 研一(校区運営委員会 前会長)

副会長 久我 智美(校区社会教育委員)

委員 仲原 弘祐(シニアクラブ連合会 会長)

委員 宮崎 克三郎(南風台１、２丁目区長)

委員 坂口 恵一(南風公民館 館長)

委員 渋谷 栄一(共創プラン委員会 会長 スポーツ少年団代表)

委員 梶原 善仁(校区体育委員会 委員長)

委員 中野 実佐緒(民生児童委員 社会福祉協議会委員)

委員 松田 勝頼(ＰＴＡ会長）

委員 小濃 美五誉(ＰＴＡ副会長)

委員 酒井 忠彬（南風小学校 元教育モニター）

委員 胡井 強臣（南風小学校 元教育モニター）

～学校運営協議会の目的～
「地域の子どもを地域で育てる」

「まちづくりに生かす」

～スローガン7箇条～

志と思いやりの心をもち，意欲的に学ぶ自己肯定感の高
い南風の子の育成 （キーワードは対話と協働です。）

～本年度の目標～

～お詫び～
今回配布致しました「みなかぜの虹」におきま
して、委員の仲原弘祐様を、前年度委員の
島﨑昌明様と記載しておりました。大変失礼
致しました。お詫び申し上げます。ここに訂正さ
せていただきます。



★協議内容より～委員の皆様から貴重なご意見をいただきました。～
本年度の事業内容等をもとにした協議では，今の南風小学校の子供たちの様子やコミュニティ

スクールの更なる推進に向けて様々な視点からご意見をいただきました。

月 事業名 地域 学校 家庭

５ スポーツ・イン・みなかぜ 地域種目の計画・実施 全体計画・運営 応援，出場

８ ふれあい夏まつり 全体計画・運営，出店 ステージ発表・参加 ステージ発表，参加

10 みな散歩(ｳｫｰｸﾗﾘｰ) 全体計画・運営，参加 1年生，6年生参加 ポイント立哨，参加

10 みなかぜサロン 連絡調整 2年生訪問

11 文化祭（20周年行事） 全体計画・運営 ステージ発表，銅鏡体験 出品，参加

通 ひまわり栽培 栽培全般 3年生活動

通 みなかぜ寺子屋 赤ペン先生 全体計画・運営 赤ペン先生

～コミュニティ・スクールみなかぜプランの主な事業内容～

★各事業実施にむけては，学校・家庭・地域の三者の役割を具体的にお知らせしていきます。

TEL 092-331-2111  FAX 092-331-2112
E-mail minakaze@itoshima-fko.ed.jp

本年度も「みなかぜあったカード」の投函，よろしくお願い致します。

皆様のご協力により，昨年度は９５通の「みなかぜあったカード」の投函をいただき，
子どもたちに紹介することができました。子どもたちは自分の善行を認めてもらい，大
変喜んでいました。今年度も引き続きよろしくお願い致します。
メールやFAX，電話でも受け付けておりますので，気軽にご連絡ください。子どもた

ちの善行が広がり，地域ぐるみで子どもたちのよさを共有できればと思います。

★あいさつの推進について★

★学力向上について★

★地域の取組等について★

子どもたちは，明るく挨拶や返事をすることができるようになってきた。しかし決まった子しかしていな
いような感じがある。高学年のリーダーとなる子どもたちが手本となってくれることを期待したい。

最近は、立ち止まり目を見て挨拶してくれる子どもたちがいて、とてもすばらしいと思う。地域では大人
が挨拶することも減っている感じがするので、大人があいさつの手本を示していくことが大切だと思う。

国語の基礎基本の問題に課題があるようなので、結果を分析されたことをもとに日常的な取組や授業作り
に積極的に取り組んでほしい。地域や家庭も何かできることを考えて行く必要があると思う。

最近子どもたちは、何かを調べるときにはスマホ等をすぐに使っている現状がある。辞書や百科事典などを
活用して、調べて考えるということができるような取組がほしい。辞書を手元におく等の工夫が必要と思う。

元気いっぱいの子どもたちがいて気持ちがいい。やはり大人が日頃から子どもたちと接してかかわってい
くことが大切だと思う。

子どもたちは、運動会をとても楽しみにしている。今後は地域種目に子どもの参加を増やしていきたい。
コミュニティスクール競技等を取り入れて、親子対決などして楽しめるものも取り入れていきたい。


